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業稜につ い ては,特別 の保険料を適用 す るこ














































































































































1,000分の 13.5より,高率とされる こ とに な






























































給付とい う制度になじまないものであ りな が ら
も,従来の制度の中で,この出稜の人に対する失







































































































































がとられたこと, あるいは 失業保険 の給付日数
が,被保険者期間の長短から就職の難易度できめ
｣■
られるようになったこと,賃金との関係で決めら
れていた給付額は,対象者の特性によって,低所
得層に対し,高率になったこと等も,同様の実検
を含むものと思われる｡
それだけに,これらの潜在的可能性を,顕在化
させていくためには,失業保険による生活の保障
の程度が,雇用情勢や,保険財政によって外側か
らだけきめられるものではなく,一人一人の労働
者に,職業選択の自由を保障していく前提条件と
しての意味をもつものでありまた,職業訓練は,
職業選択の自由を,実質的に保障していくもので
あることが必要となってくる｡さらに,季節労働
者の場合には,これらに先立ち,まず,季節労働
者をなくす農業政策や地域開発,地域での通年雇
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用政策の展開が,検討されなければならない｡
その一段階として,地域における農業政策や,
雇用政策に,農民の意向を反映していくための制
度的保障-たとえば,関連計画の実現過程-の地
域住民の参加,これらを住民が主体的に決定して
いくための行政側からの必要な資料提供,専門家
のアドバイスや教育棟会の提供一雇用保険法につ
いていえば,その不明瞭さが指摘されている雇用
保険財政の管理 ･運営-の労働者参加や,受給決
定手続きや,関連する規則制定手続き-の労働者
参加,受給決定に関するヒアリングのとり入れ等
が,地道に検討されなければならないのではなか
ろうか｡
(はしもと･ひろこ-神奈川大学助教授 ･法学部)
